
 

| 1 

「市民の目フォーラム北海道」会報 第 28号（201４年４月） 

事務局   市川・今橋法律事務所内 

（札幌市中央区大通西 11 丁目 北海ケミカル札幌ビル７Ｆ） 

http://shimin-me.net/  ☎ 050-7524-8995 

e-mail  shimin-me.forum@kpa.biglobe.ne.jp 

 

e-mail    

 

 

 

「市民の目フォーラム北海道」は、警察の様々な問題に関心のある幅広い市民が集まり、警察に関する情

報や意見を交換し、真に市民のための開かれた警察実現のために活動しています。 

           

平成 26年・総会の結果報告 

              本年末をもって活動終了を了承 

 

平成 26 年 3 月 13 日午後 6 時から、札幌市中央

区北 1 条西 1 丁目市民ホールにて、平成 26 年の総

会を開催しました。総会には会員 14人が参加しまし

た。その結果を報告します。 

 平成 25 年中の活動結果（原田）、平成 25 年中の

会計報告（大場）、平成 26 年中の事業計画（原田）

が報告されました。最後に、フォーラムのこれからに

ついて協議が行われました。 

 冒頭、原田代表から、本年12月 18日で満77歳と

なり、裏金告発から10年、道警を退職してから約20

年が経過したこともあり、代表を退きたい旨の表明

がありました。 

 それに伴い、本年末をもって代表の講演活動等

の対外的な活動を休止し、ホームページの更新を

停止、会報は第 30 号（平成 26 年 10 月発行予定）

を最後に廃刊とし、また、カンパ等による活動資金

の残余は福祉団体に寄付したいとの表明がありま

した。 

 参加者からは、原田代表の退任についてはやむ

を得ないとの意見が出され了承されました。 

 一部の会員からは、現在の官僚システムを打破

するための新しい組織に変えてはどうか、原田代

表の後継として、新しい代表

を考えてはどうかなどの意見が出されましたが、

現段階では見通しがなく、極めて困難であるとして、

結論は出ませんでした。仮に、そうした可能性が出

てきたときには、再度、総会を開いて協議する必要

があると思われます。 

 また、ホームページは貴重な記録なので、削除し

ないで、更新を停止する旨を明らかにしてそのまま

掲載するべきだとの意見が出さて了承されたほか、

内容を単行本にまとめてはどうかとの意見もあり

ました。単行本については、原田代表から、既に「警

察崩壊」が出されているので難しいのではないか

との説明がありました。 

 残余資金については、今後のフォーラムの発展

や原田代表が個人的に活動する必要があるときな

どの費用に使うべきだとの意見が出され了承され

ました。事務局の説明では、残余資金の額は約 30

万円ほどになる見込とのことで、これを当分の間、

事務局で管理してもらうこととなりました。 

 最後に、原田代表からこれまでの支援に感謝す

るとともに、本年中は全力を尽くして代表を務める

旨の挨拶があり、終了しました。 

第 6 回「鈴木邦男シンポジウム in 札幌時計台 

「日本の分について考える」 

1 月 21 日、札幌時計台ホールにて柏艪舎主催のシンポジウムが開かれ、当フォーラムの原田代表がゲストと

して招かれました。原田代表は「監視社会と警察」をテーマに講演、一水会顧問鈴木邦男氏と対談しました。 
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（朝日新聞 1月 23 日掲載より抜粋）   

原田氏は「何が犯罪かがわからず、国会では

行政が犯罪を決める。罪刑法定主義に反する」

と批判した。犯罪件数は減っているのに国が治

安の悪化を強調し、民間の監視カメラが増える

など「民衆の警察化」が進んでいると指摘した。  

また、特定秘密法の施行でテロ対策などを任務

とする警備・公安警察の権限が広がるとし、秘

密を扱う人の適正評価制度について「民間人

も対象で非常に危ない。個人情報の収集を警

察がはじめるだろう」と述べた。 

         鈴木邦男氏と対談する原田代表       シンポジウムの内容は、ホームページに動画が掲載。 

 

  目立つ幹部によるセクハラ・パワハラ  

懲戒処分者数 北海道警は全国ワースト 3 位 

1 月 23 日、警察庁は平成 25 年中の全国の警察職員（事務職員を含む）の懲戒処分者数を発表した。 

あわせて、北海道警が開示した北海道警における懲戒処分者数及び懲戒処分に至らない所属長訓戒等の

処分者数について、分析した結果を報告する。 

 警察の犯罪統計や交通事故統計が意図的に手を加えられていた事例は枚挙に暇がな

いほどだ。従って、警察庁と北海道警の警察職員の懲戒処分等の状況も、あくまでも警察

の数字だということで理解していただきたい。特に、不祥事の問題については、警察内部

には「事案があっただけでは不祥事ではない。マスコミに騒がれて、初めて不祥事とな

る。」という根強い考え方がある。こうした考え方に基づくならば、警察にとって“隠蔽”こ

そが最良の不祥事防止対策ということになる。                          

1 懲戒処分者の概況                             （ほんとですか？）                              

警察庁の発表によると、全国の懲戒処分者数は

389人（警察官358人、職員31人）。作年比で69人

の減となった。これを過去 10 年でみると、平成 16

年の 488 人、平成 24 年の 458 人に次いで 3 番目

に高い水準にある。 

同庁は不祥事の多発を受け、平成12年8月、民間

有識者による警察刷新会議の提言を受け、全国の

警察に対して警察改革を指示しているが、依然とし

て警察職員の懲戒処分者数が高水準にあることが

浮き彫りとなった。 

処分区分では、免職 35 人、停職 99 人、減給 178

人、戒告 77 人（389 人中）。処分の事由別では、セク

ハラや痴漢などの異性関係が112人で最も多く、窃

盗・詐欺・横領等が 73 人、公文書偽造・毀棄・証拠隠

滅等 47 人と続いている。こうした犯罪行為による

逮捕者は昨年より7人減ったが86人を数えている。

警察官の犯罪率が高いのか、低いのかは不明だが、

法の執行者である警察官の犯罪行為は笑って済ま

される問題ではあるまい。この点に関して警察庁は

何の説明もしていない。 

「もともと指導が厳しい職場である上、受け手や

社会の意識が変わった影響もあるとみている」と

まるで他人事のような説明している。 

 パワハラによる処分も 16 人となり昨年の 3倍に

増えている。「警部」以上の階級にある幹部の懲戒

処分者は 46 人で「警視」以上は 4 人増の２４人で、

統計が残る０８年以降の最多となり上級幹部の不

祥事が増加した。 

この背景には、上級幹部の増加（幹部枠の拡大に

よる）とその質の低下があると思われる。 
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道警の場合 北海道警の懲戒処分者は 28人（免職 3人、停職 6人、減給 11 人、戒告 8人）。 

階級別では、警視 2人、警部 5人、警部補 5人と幹部が目立ち、パワハラは 5人、セクハラによるものが４人

となっている。処分の事由別では、窃盗４人、強制わいせつ、痴漢、盗撮、横領などが各 1 人で相変わらず犯

罪行為によるものが多い。                              

都道府県別懲戒者数 

     位 

 人 

ワースト1  ワースト 2  ワースト3  定員 1 万人以上の県警 

警 視 庁 大阪府警 北海道警 神奈川県警 愛知県警 千葉県警 埼玉県警 福岡県警 

警察定員数 43,000 21,000 10,000 15,000 13,000 11,000 11,000 10,000 

懲戒処分者 46 37 28 19 15 17 23 17 

 前年比（人）   －24    －１    －9           

＊定員比率から考えると北海道警の 28 人は他県警と比べると異常に多いし非行率はかなり高いと言える。 

また、道警では平成 23 年 2 位、24 年 3位に引き続き不名誉な状況が続いている。 

 

 パワハラ問題では、平成 25 年 8 月、愛知県警の

現職警察官（警部補）とその妻が、愛知県警の新人

警察官だった長男（当時 24 歳）が、平成 22 年 11 月

29 日、勤務先の警察署のトイレ内でけん銃を使って

自殺した問題で、長男が自殺したのは上司のパワ

ハラなどによるものだとして、愛知県（県警）を相

手に国賠訴訟を提起した。 

この問題では、自殺した警察官の上司である巡

査部長が職務質問のノルマをこなせないことを理

由に、交番の前の衆人がいる中で、制服を着たまま

腕立て伏せをさせたり、あからさまに「今年赴任し

た中でお前が一番成績が悪い」とか「職質で検挙

できないのはお前のせいだ」などと一方的に非難、

罵倒を浴びせ、巡査部長の意に沿わない言動が見

られると、理由もなく「ミスだ」として「ペナルティ

ーを科す」と称して腕立て伏せやスクワットを強要

したとの証言もある。 

このほか、平成 25年 12月、山口県警の警察署勤

務の警部が、職場の部下の女性に対し、大声でどな

ったり、勤務時間外に性的なメールを送ったりする

など、パワハラやセクハラを繰り返した。 

女性が職場の別の上司に相談して発覚した。警

部は「部下を育てるために厳しく指導したつもりだ

った」と釈明した。（平成25年 12月20日 読売新聞） 

 同じく、長崎県警の警察署の警部が「能力がない

なら辞めろ」などと部下を叱責したり、突き飛ばし

たりしたことが発覚している。 

（平成 25年 12 月 20 日 読売新聞） 

 

2 北海道警の監督上の措置の概況             

道警よ！お前もか！！ 

地方公務員法による懲戒処分には、免職、停職、

減給、戒告の 4 種類となっているが、懲戒処分には

至らない軽微な非違事案については所属長訓戒等

の処分が行われている。これを北海道警では「監

督上の措置」と呼んでいる。 

北海道警が開示した文書によると、平成 25 年中

の監督上の措置を受けたのは 97 人で懲戒処分者

数 28 人の約 3.5 倍になっている。 

この中で、最も多いのは、セクハラ・パワハラ事

案だ。併せて17人が処分されている。これにセクハ

ラ・パワハラで懲戒処分を受けた 9人を加えると実

に 28人が処分されたことになる。 

 次に多いのは、不適切異性交際事案とされるケ

ースで、15 人が所属長訓戒等の処分を受けている。 

その内容は不明だが、不倫、浮気といった類のもの

だろう。 

内部の男女間の問題や職員の私的な問題にまで、

監督権が介入するというのもいかにも警察らしい。

しかし、なかには、相手女性にしつこくつきまとう等、

ストーカーまがいの行為も散見
さんけん

される。 

＊散見あちこちに見えること。ちらほら目につくこと。 
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道警の内情 北海道警は、平成22年 7月に枝幸署

の署長（警視）が酒席で女性職員の体を触るなど、

セクハラ行為をしたとして、減給１ヶ月（10 分の 1）の

懲戒処分を受けて退職した事件をきっかけに、平成

22年 7月に「北海道警察ハラスメント防止対策要綱」

を制定し、職員にその徹底を図るとしていた。 

 しかし、北海道警では平成 24 年中に苫小牧署副

署長（警視）が部下の女性職員らにセクハラ行為を

繰り返したとして、停職１ヶ月の懲戒処分を受けたほ

か、旭川東署の副署長（警視 58歳）が、部下へのセ

クハラ・パワハラ行為に当たるような言動があった

ことが発覚、次いで、斜里署の前署長（56 歳）が女

性にセクハラ行為をした問題が発覚するなど、上級

幹部によるセクハラ・パワハラ事案が続いている。 

こうした傾向は今年になっても変わってはいない。 

 こうした要綱がいかに形式的なものであるかを

物語っている。 

 

3 小手先の対策では不祥事はなくならない               

警察官は法令遵守を！ 

平成 12年 8月の警察刷新会議の提言は、警察が

抱える問題として、警察の閉鎖性や国民の批判や

意見を受けにくい体質、時代の変化への対応能力

の不足などを指摘、提言の結びで、「一連の不祥事

を見るにつけ、国民に顔を向けず、組織の『上』ばか

り見ている警察幹部が増えつつあるのではないか

との危惧を抱かずにはいられない。全警察職員は

国家と国民に奉仕するとの原点に立ち戻ってほし

い。」と指摘し、「一旦失われた信頼を回復するには、

気の遠くなるような努力が必要とされるが、幹部

が率先垂範して困難を克服し、私たちの示した提言

に魂を入れるとともに、時代の要請にこたえる新た

な改革案を国民の前に提示し、国民に愛され信頼

される組織となるため最大限の努力をすることを

強く要求する。」としている。 

  

提言から間もなく 14 年になろうとしている。 

しかし、警察改革は進んでいない。となると、提

言は的外れだったのだろうか。それとも警察庁の

警察改革がまやかしだったのだろうか。 

 この点に関しては、拙書「警察崩壊」（旬報社）で

詳しく述べたが、不祥事が起きるたびに繰り返され

る幹部の定型的な謝罪の言葉とその姿、打ち出さ

れる小手先の対策では、問題が解決できないこと

は最早明らかだ。警察改革にとって、何より必要な

のは、国家警察化した都道府県警察の在りようの見

直しと組織的な隠蔽体質の払拭である。 

そして、現場の警察官の職務執行におけるコンプ

ライアンス（法令遵守）の確立である。 

特定秘密保護法の施行を前にして、国民は一層

警察に対する警戒感を強めている。 

このことを真摯に受け止めるべきだ。 

「私は犯人にされた」 

           小樽女性殺害事件で“容疑者”女性が語る   

平成 23 年 10 月 7 日、殺人の疑いで北海道警察

（道警）の捜査本部（小樽警察署）が逮捕した不動会

社経営の廣岡久子さん（当時 62 歳）を札幌地方検

察庁が処分保留で釈放した。 

 札幌地検は 2 年半近くも処分決定を先延ばしに

したうえ、平成26年 1月31日になって、ようやく廣

岡さんを不起訴（嫌疑不十分）にしたと発表した。 

今回、北方ジャーナル 4 月号に、小笠原淳記者が

“容疑者”とされた廣岡久子さんとのインタビュー記

事を掲載した。 

廣岡さんが釈放後、メディアの

取材に応じたのはこれが初めて

だ。記事にもあるように、当然の

ことながら、廣岡さんは警察・検

察に対する強い憤りと不信感を持っている。同時に、

自分を殺人の容疑者として報道したマスコミを警

察・検察と繋がっていると強く抗議している。 

この記事は、警察記者クラブ加盟各社の記者で

はなく、月刊誌の記者が書いたことに大きな意味

がある。 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPeB5tqz5TSS4AddmU3uV7/SIG=121ncm6ud/EXP=1396702445/**http:/business-cliparts.com/material/061.png
http://img.fujisan.co.jp/images/products/backnumbers/1053023_o.jpg
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なお、北方ジャーナル4月号の記事は、小笠原記者の了解がありましたので、ご

希望の方にコピーをお送りします。事務局の方までご請求ください。

☎050-7524-8995 e-mail shimin-me.forum@kpa.biglobe.ne.jp 

 

               廣岡さんの無実の証明 

政府見解「冤罪とは実際に罪を犯した真犯人ではないのに刑事訴訟で有罪とされることを言うのが多いだ

ろうと考えております」(平成 18 年 5月 30 日参議院法務委員会大林宏法務省刑事局長答弁)。 

廣岡さんは嫌疑不十分で不起訴になった。 

不起訴は検察官が裁判所の審判を求める必要

がないと判断した場合の処分だ。 

 不起訴には、「嫌疑なし」（被疑者に犯罪の疑い

がない場合）、「嫌疑不十分」（犯罪の疑いは完全に

は晴れないものの、裁判において有罪の証明をす

るのが困難と考えられる場合）と「起訴猶予」があ

る。殺人容疑で警察から検察庁に送致された人員

（道路交通法令を除く）は、1,325 人、そのうち、起訴

されたのは 332 人（25％）、起訴猶予 27 人（2％）、

嫌疑不十分 186 人（14％）、嫌疑なし 304 人（23％）

となっている。（2012年 検察統計）殺人となれば、

警察は被疑者を逮捕・勾留したであろう。 

 その人たちの多くが「嫌疑不十分」、「嫌疑なし」

で不起訴になっている。 

殺人にもいろいろな態様があるのは承知してい

るが、なかには、この事件と同じように警察の違法

捜査が問題となるケースもあるのではないか。 

政府見解によると、廣岡さんは有罪判決が確定

したわけではないから冤罪ではない。 

 しかし、不起訴でも嫌疑不十分では廣岡さんの殺

人の疑いは完全に晴れたことにはならない。 

 私は、警察の誤認逮捕、検察庁が不起訴（嫌疑な

し、嫌疑不十分）の処分をした事件を“隠れ冤罪”と

考えている。この事件も隠れ冤罪だ。 

 

深い心傷と回復されない名誉

廣岡さんは、殺人の被疑者として逮捕・勾留され

たことにより、名誉を著しく侵害され、職を失い、健

康を害した。車等の押収された品物も毀損されたと

いう。こうした損害を回復し、廣岡さんの無実を明

らかにするためには、国家賠償法に基づく損害賠

償請求訴訟（国賠訴訟）を提起するしかない。 

本件は、警察・検察の捜査の過程で違法な任意同

行、逮捕、捜索・差押等の強制捜査、取調等が行わ

れた疑いが強い。特に、捜査本部が廣岡さんに対す

る逮捕状の請求に当たって、廣岡さんが殺人を“犯

したと疑うに足る相当な理由”をどのように疎明
そ め い

を

したのかを暴くことがポイントだ。 

しかし、その国賠訴訟で原告が勝訴することは、

極めて難しいことも事実だ。国賠訴訟は判決が確

定するまで長期間を要する。2 年、3 年は普通だ。 

原告は、事件で職を失い、精神的な打撃を受けて

いる。弁護士費用もない。ときとして、世間の目は

冷たい。支援者もいない。警察相手の訴訟となれば、

なかには腰を引く弁護士もいる。 

社会派と呼ばれる奇特な弁護士が現れ、権力と

手弁当で闘うことを買って出てくれるケースは少

ない。その弁護士も多くは法律の専門家ではあっ

ても、警察内部の事情や警察の実務には必ずしも

明るくはない。 

それに対して、被告の警察側には、訟務官などの

専門の訴訟対策体制が整い、訴訟費用は公費で賄

える。警察は組織防衛のため不利になる証拠は容

易に提出しない。 

警察官は平気で偽証する。その結果、警察相手の

国賠訴訟では、原告の勝率は 10％にも満たない。  

ほとんどが被告側勝訴に終わる。 

違法行為を行った警察官の責任が追及されるこ

ともない。仮に敗訴しても賠償金は公費で支払う。  

警察・検察にとって国賠訴訟は痛くも痒くもないが、

国賠訴訟が予想される事件（ぐ訟事件）については、

決して非を認めて謝罪することはない。 
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こうした事情から、多くの冤罪や隠れ冤罪の被害者は泣き寝入りすることになる。 

そして、警察・検察の違法捜査が繰り返される。廣岡さんは、心臓疾患を発症して療養中だ。

そのためもあって、国賠訴訟を提起するかどうかを明らかにしていない。 

当フォーラムが支援している「新宿署痴漢冤罪国賠訴訟」（痴漢容疑で取り調べを受けた青年が自殺した

事件）では、新宿署が被疑者死亡で送致した事件の捜査記録を原告側が、文書送付嘱託という手続きで不

起訴記録を入手し、警察の違法捜査を暴こうとしている。 

 

 相談ＢＯＸ受理集計表（平成２6 年 1 回目） 

   26.1.1～ 26.3.31 

           相 談 等 の 内 容 相 談 者 区 分 

手   段 メール 電話 その他 警察職員ＯＢ 一般市民 計 

警
察
関
係
の
相
談 

苦 情   （0)   (0)   (0)    (0)    (0)   (0) 

相 談 5  （5） 7 (7)   (0) 5  (5)    7 (7) 12   (12) 

要 望   (0)  1  (1)   (0)   (0)  1  (1) 1  (1) 

情報提供   (0)   (0)    (0)    (0)    (0)   (0) 

その他   (0)   (0)   (0)   (0)    (0)   (0) 

 
 その他の相談 1 （1） 3  (3)   (0)   (2)  4 (4) 4 (4) 

  合 計 6 （6） 11 （11） 0  (0) 5  (5)  12 （12） 17 (17) 

相談内容 

本号でも触れたが、全国的に警察幹部によるパワハラが目立っている。 

北海道警の現職警察官からの相談も受けたが、大阪府警では、着任したばかりの 20 歳代の巡査長が自殺

した事件で、日常的に大声で怒鳴りつけるなど、悪質なパワハラがあったとして警部補ら 4 人を減給処分し

たという。 

秋田県警では、県警元交通部長が副署長を務めていた当時、部下の地域課長らにパワハラと疑われる行

為があり、課長が自殺したとされる事案で、県警がこれを議会に報告する際、非公開の協議会で密かに行っ

ていたことが発覚した。この問題では、秋田県のテレビ、新聞からコメントを求められた。 

当フオーラムでは、愛知県警の新人警察官が上司のパワハラ行為で自殺した事案の国賠訴訟で原告の

現職警察官を支援している。警察組織特有の階級制度を背景とするパワハラとそれによる自殺は深刻な問

題となっている。こうした問題をめぐる相談は続きそうだ。 

 

「市民の目フォーラム北海道」では、警察の仕事に関する苦情や相談をいつでも受け付けています。 

相談は無料です。電話やメールで気軽にご相談下さい。秘密は厳守します。 

☎ 050-7524-8995  e-mail  shimin-me.forum@kpa.biglobe.ne.jp 

 

カンパについて   

これまでの全国の皆様からたくさんの貴重なカンパ・温かいご支援をいただきありがとうございました。

毎年４月にはカンパのお願いをしてきましたが、原田代表が「市民の目フォーラム北海道」の活動

を終了したいとの意向があり、現在ある資金を活用して 12 月までさらに全力をあげて尽力したい

と思っております。長きにわたり、深いご理解とご支援に本当に感謝申し上げます。（夢子） 
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